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(57)【要約】
【課題】半田付け等の工数の増加を伴わず、フロントシ
ェルとリアシェルとが確実に接続されてなるコネクタを
提供すること。
【解決手段】コネクタ１００は、リアシェル３０と、リ
アシェル３０と組み合わされるフロントシェル４０を備
えている。リアシェル３０には、開口部３１が形成され
ている。フロントシェル４０は、バネ片４１を備えてお
り、バネ片４１上には、リアシェル３０を固定するため
のリアシェル固定部４２と、リアシェル３０の内面３４
と接続するためのリアシェル接続部４３が形成されてい
る。リアシェル３０をフロントシェル４０に組み付ける
と、リアシェル固定部４２が開口部３１に係合すること
により、リアシェル３０がフロントシェル４０に固定さ
れる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リアシェルと、
　該リアシェルと組み合わされるフロントシェルであって、前記リアシェルを固定するリ
アシェル固定部と前記リアシェルに接続するリアシェル接続部とを有するフロントシェル
と
を備えるコネクタ。
【請求項２】
　請求項１記載のコネクタにおいて、
　前記フロントシェルは、バネ片を備えており、
　前記リアシェル固定部と前記リアシェル接続部とは、前記バネ片上に一体形成されてお
り、
　前記リアシェルには、開口部が形成されており、
　前記リアシェル固定部が前記開口部に係合することにより、前記リアシェルは前記フロ
ントシェルに固定される
コネクタ。
【請求項３】
　請求項２記載のコネクタにおいて、
　前記フロントシェルは、前記リアシェルと組み合わされる際に、前記リアシェルの前記
フロントシェルに対する相対的な位置決めを行う位置決め部を有しており、
　前記リアシェル接続部は、前記位置決め部と前記リアシェル固定部との間に位置してお
り、前記リアシェルの内面に当接することにより前記接続を確立する
コネクタ。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３記載のコネクタにおいて、
　コンタクトと、コンタクトを保持するハウジングとを更に備えており、
　前記ハウジングは、少なくとも前記フロントシェルに覆われており、
　前記ハウジングには、固定部が設けられており、
　前記フロントシェルには、前記固定部と共に前記フロントシェルと前記ハウジングとの
相対位置を固定する固定片が設けられている
コネクタ。
【請求項５】
　請求項４記載のコネクタにおいて、
　当該コネクタは第１方向において相手方コネクタと嵌合するものであり、
　前記フロントシェルは、前記バネ片と前記固定片とを２つずつ備えており、
　前記２つのバネ片は、前記第１方向と直交する第２方向において対向するように前記フ
ロントシェルに設けられており、
　前記２つの固定片は、前記第１方向及び前記第２方向の双方に直交する第３方向におい
て対向するように前記フロントシェルに設けられている
コネクタ。
【請求項６】
　請求項５記載のコネクタにおいて、
　前記ハウジングは、前記固定部を２つ有しており、
　該２つの固定部は、前記第３方向の外側に向かって突出しており、
　前記固定片は、夫々、前記第３方向に貫通した収容部を有しており、
　前記固定部が、夫々、前記固定片の前記収容部に収容され、それによって、前記フロン
トシェルは前記ハウジングに固定される
コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、ケーブルを相手方コネクタに接続するためのコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　シールド線（ドレイン線）を含むケーブルを相手方コネクタを介して基板に接続するコ
ネクタとしては、例えば特許文献１に開示されているものがある。
【０００３】
【特許文献１】特許３８２４２６９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年、信号の高周波数化に伴い、ＥＭＩ対策の重要性も高まっている。コネクタにおけ
るＥＭＩ対策としては、コネクタのシェル及び相手方コネクタのシェルを介してケーブル
のシールド線を基板のグランドプレーンに接続することでシェルによるコネクタのシール
ドを強化することが挙げられる。
【０００５】
　かかる観点から、特許文献１のようにコネクタのシェルがフロントシェルとリアシェル
との２つの部材からなる場合、両者が確実に接続されている必要がある。しかしながら、
特許文献１記載のコネクタの場合、フロントシェルとリアシェルとの嵌め合わせの状態に
よっては、接触が図られないことがある。特許文献１のコネクタにおいてフロントシェル
とリアシェルとの接続を確実なものとする手段としては両者の間を半田付け等することが
考えられるが、その場合には、半田付け等による工数増に伴いコストも増加してしまうと
いう問題がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、半田付け等の工数の増加を伴わず、フロントシェルとリアシェルと
が確実に接続されてなるコネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によれば、第１のコネクタとして、
　リアシェルと、
　該リアシェルと組み合わされるフロントシェルであって、前記リアシェルを固定するリ
アシェル固定部と前記リアシェルに接続するリアシェル接続部とを有するフロントシェル
と
を備えるコネクタが得られる。
【０００８】
　本発明によれば、第２のコネクタとして、第１のコネクタにおいて、
　前記フロントシェルは、バネ片を備えており、
　前記リアシェル固定部と前記リアシェル接続部とは、前記バネ片上に一体形成されてお
り、
　前記リアシェルには、開口部が形成されており、
　前記リアシェル固定部が前記開口部に係合することにより、前記リアシェルは前記フロ
ントシェルに固定される
コネクタが得られる。
【０００９】
　本発明によれば、第３のコネクタとして、第２のコネクタにおいて、
　前記フロントシェルは、前記リアシェルと組み合わされる際に、前記リアシェルの前記
フロントシェルに対する相対的な位置決めを行う位置決め部を有しており、
　前記リアシェル接続部は、前記位置決め部と前記リアシェル固定部との間に位置してお
り、前記リアシェルの内面に当接することにより前記接続を確立する
コネクタが得られる。
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【００１０】
　本発明によれば、第４のコネクタとして、第２又は第３のコネクタにおいて、
　コンタクトと、コンタクトを保持するハウジングとを更に備えており、
　前記ハウジングは、少なくとも前記フロントシェルに覆われており、
　前記ハウジングには、固定部が設けられており、
　前記フロントシェルには、前記固定部と共に前記フロントシェルと前記ハウジングとの
相対位置を固定する固定片が設けられている
コネクタが得られる。
【００１１】
　本発明によれば、第５のコネクタとして、第４のコネクタにおいて、
　当該コネクタは第１方向において相手方コネクタと嵌合するものであり、
　前記フロントシェルは、前記バネ片と前記固定片とを２つずつ備えており、
　前記２つのバネ片は、前記第１方向と直交する第２方向において対向するように前記フ
ロントシェルに設けられており、
　前記２つの固定片は、前記第１方向及び前記第２方向の双方に直交する第３方向におい
て対向するように前記フロントシェルに設けられている
コネクタが得られる。
【００１２】
　本発明によれば、第６のコネクタとして、第５のコネクタにおいて、
　前記ハウジングは、前記固定部を２つ有しており、
　該２つの固定部は、前記第３方向の外側に向かって突出しており、
　前記固定片は、夫々、前記第３方向に貫通した収容部を有しており、
　前記固定部が、夫々、前記固定片の前記収容部に収容され、それによって、前記フロン
トシェルは前記ハウジングに固定される
コネクタが得られる。
【発明の効果】
【００１３】
　特許文献１の場合、リアシェル固定部（ランス）によってリアシェルとフロントシェル
との接続が図られる場合もあるが主目的がリアシェルとフロントシェルとの固定であった
ため、両者の接続が図られない可能性もあった。これに対して、本発明においては、リア
シェル固定部とは別の部位としてリアシェル接続部をフロントシェルに設け、リアシェル
のフロントシェルに対する固定とリアシェルとフロントシェルとの接続を機能的に分ける
こととしたため、リアシェルとフロントシェルとを確実に接続することができる。
【００１４】
　特に、リアシェル固定部が形成されているバネ片上にリアシェル接続部をも設けること
とすると、リアシェルとフロントシェルとの固定に用いられるバネ片のバネ力を利用する
ことができるため、コネクタを大型化することなく、フロントシェルとリアシェルとの接
続を確実に図ることができる。
【００１５】
　更には、フロントシェルにリアシェルの位置決め部を設け、その位置決め部とリアシェ
ル固定部との間にリアシェル接続部を位置させることとすると、リアシェル接続部のリア
シェルへの接続をより確実なものとすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１乃至図３に示されるように、本発明の実施の形態によるコネクタ１００は、Ｙ方向
（第１方向）において相手方コネクタ（図示せず）と嵌合し、その相手方コネクタに接続
された基板（図示せず）に対してケーブル２００を接続するためのものであり、複数のコ
ンタクト１０と、コンタクト１０を保持する絶縁性部材からなるハウジング２０と、リア
シェル３０と、リアシェル３０と組み合わせられハウジング２０を覆うフロントシェル４
０とを備えている。
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【００１７】
　本実施の形態におけるハウジング２０は、図２に示されるように、Ｘ方向（第３方向）
の両外側に突出した２つの固定部２１を有している。本実施の形態における固定部２１は
、ハウジング２０の後端部に位置している。固定部２１は、Ｘ方向から見た場合に、略四
角形形状を有しており、Ｚ方向（第２方向）から見た場合に、長方形の一つの角をベベル
にしてなる略五角形形状を有している。なお、各固定部２１において、略五角形形状のベ
ベル部分はＺ方向から見た場合に前側に位置している。
【００１８】
　図２に示されるように、リアシェル３０の上部及び下部には、開口部３１が形成されて
いる。各開口部３１は、Ｚ方向から見た場合に長方形形状を有しており、前端部３２より
も後端部３３に近い位置に形成されている。図１及び図３から理解されるように、リアシ
ェル３０の後端部３３は、ケーブル２００のシールド部２０２に接続されており、ハウジ
ング２０に保持されたコンタクト１０の後端を外界からシールドしている。
【００１９】
　図２及び図５乃至図７に示されるように、フロントシェル４０は、後側に自由端を有す
る２つのバネ片４１を備えている。特に図６及び図７に示されるように、バネ片４１は、
Ｚ方向において対向するようにして設けられており、夫々、Ｚ方向外側に向かって突出し
た２つの頂点を有するようにジグザグに折り曲げられている。各バネ片４１の２つの頂点
のうち後側に位置しているものは、図１及び図３に示されるように、リアシェル３０の開
口部３１に係合してリアシェル３０をフロントシェル４０に対して固定するリアシェル固
定部４２として機能し、前側の頂点は、図３に示されるように、リアシェル３０の内面３
４に当接してリアシェル３０とフロントシェル４０の電気的接続を図るためのリアシェル
接続部４３として機能する。図３、図６及び図７に示されるように、本実施の形態におい
ては、リアシェル固定部４２は、Ｚ方向においてリアシェル接続部４３よりも外側に突出
している。
【００２０】
　図１乃至図３に示されるように、フロントシェル４０には、更に、リアシェル３０を位
置決めするための位置決め部４４と、ハウジング２０の固定部２１に固定される固定片４
５とが設けられている。より具体的には、本実施の形態によるフロントシェル４０には、
位置決め部４４と固定片４５とが夫々２つずつ設けられている。
【００２１】
　図３、図４、図６及び図７に示されるように、位置決め部４４は、Ｚ方向において対向
するように設けられており、夫々、図２、図３及び図５から理解されるように、Ｚ方向か
ら見て、コの字状に切り込みを入れた後、その切り込みの内側の部位をＺ方向外側に向か
って立ち上げるように折り曲げて形成されている。図１及び図３に示されるように、各位
置決め部４４は、リアシェル３０の前端部３２に当接して、リアシェル３０のフロントシ
ェル４０に対する相対的な位置を決めるためのものである。本実施の形態においては、こ
れらの位置決め部４４によってリアシェル３０のフロントシェル４０に対する位置決めを
行い且つ位置決めされたリアシェル３０をリアシェル固定部４２によりフロントシェル４
０に固定することとしていることから、リアシェル３０のフロントシェル４０に対する組
み付けを簡単に行うことができる。加えて、リアシェル接続部４３を位置決め部４４とリ
アシェル固定部４２との間に設けたことから、半田付け等の二次的な工程を経ることなく
、リアシェル接続部４３をリアシェル３０の内面３４に確実に接触させることができる。
【００２２】
　固定片４５は、図２及び図５に示されるように、Ｘ方向において対向するように設けら
れており、夫々、図６及び図７に示されるように、Ｘ方向から見た場合に略Ｗ字状の外形
を有している。詳しくは、左側の固定片４５は、図７に示されるように、略Ｗ字状の外形
を有するようにＪ字状の部位を線対象に配置して、構成されている。図６及び図７に示さ
れるように、略Ｗ字状の固定片４５は、フロントシェル４０の側部から後方に延びており
、固定片４５の中心部４５ａは前方に向かっている。固定片４５の中心部４５ａの前方に
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は、固定片４５をＸ方向において貫通する収容部４６が形成されている。この収容部４６
内には、ハウジング２０の固定部２１が位置している。かかる配置により、固定片４５の
中心部４５ａが固定部２１の後端に当接して固定部２１の動きを制限し、それによって、
ハウジング２０のフロントシェル４０に対する相対位置は固定される。なお、固定部２１
と固定片４５の中心部４５ａは必ずしも当接していなければならないわけではなく、両者
の間に多少の遊びが設けられていてもよい。
【００２３】
　以上、本発明の実施の形態について説明してきたが、本発明はこれに限定されるもので
はなく、様々な変形・応用が可能である。例えば、図８に示されるように、リアシェルを
リアシェル上部３０ａとリアシェル下部３０ｂの２つの部材にて構成することとしても良
い。
【００２４】
　また、上述した実施の形態においては、バネ片４１をフロントシェル４０の上下に設け
ていたが、左右に設けることとしてもよい。
【００２５】
　更に、上述した実施の形態においては、一対のリアシェル固定部４２とリアシェル接続
部４３とを一つのバネ片４１上に形成していたが、バネ片４１上に形成せずともよく、ま
た、例えば、リアシェル固定部４２をバネ片４１上に形成する一方でリアシェル接続部４
３をバネ片４１とは別個に設けた凸部（リアシェル３０の内面３４に当接させられる）と
して形成することとしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施の形態によるコネクタを示す斜視図である。
【図２】図１のコネクタを示す分解斜視図である。
【図３】図１のコネクタのIII－III線に沿った断面を示す断面図である。
【図４】図１のコネクタのフロントシェル、ハウジング及びコンタクトからなる構造を示
す正面図である。
【図５】図４の構造を示す上面図である。
【図６】図４の構造を示す右側面図である。
【図７】図４の構造を示す左側面図である。
【図８】図１のコネクタの変形例を示す分解斜視図である。
【符号の説明】
【００２７】
　１０　　　　コンタクト
　２０　　　　ハウジング
　２１　　　　固定部
　３０　　　　リアシェル
　３０ａ　　　リアシェル上部
　３０ｂ　　　リアシェル下部
　３１　　　　開口部
　３２　　　　前端部
　３３　　　　後端部
　３４　　　　内面
　４０　　　　フロントシェル
　４１　　　　バネ片
　４２　　　　リアシェル固定部
　４３　　　　リアシェル接続部
　４４　　　　位置決め部
　４５　　　　固定片
　４５ａ　　　中心部
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　４６　　　　収容部
　１００　　　コネクタ
　２００　　　ケーブル
　２０２　　　シールド部
 

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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